
計画期間項目年月

「食育基本法」 施行２００５年 ７月

「愛知県食育推進会議条例」 施行（愛知県食育推進会議 設置）２００６年 ３月

2007～2010 第１次計画 「あいち食育いきいきプラン」２００６年 1 1月

2011～2015第２次計画 「あいち食育いきいきプラン２０１５」２０１１年 ５月

2016～2020第３次計画 「あいち食育いきいきプラン２０２０」２０１６年 ３月

2021～2025第４次計画 「あいち食育いきいきプラン２０２５」２０２１年 ３月

2026～2030第５次計画 「あいち食育いきいきプラン２０３０」２０２６年３月

１．基本的事項

２．食育を取り巻く現状と今後の展開

３．次期プランの目指す姿と取組の方向

〇不規則な生活習慣
〇「食」にかける時間の減少

〇「食」に関する意識の希薄化
〇「共食」機会の減少

〇産地よりも価格が優先
〇食品ロス削減の停滞

〇食育推進ボランティアの高齢化
〇食育への興味・関心の二極化

第５次愛知県食育推進計画「あいち食育いきいきプラン２０３０」（素案）の概要

〇人口減少・少子高齢化の進行
〇世帯人員の減少、単独世帯の増加
〇共働き世帯の増加
〇コロナ禍による影響
〇ライフスタイルの変化
〇「食」の多様化
〇SNSの普及等
〇物価高騰
〇食料自給率の低迷
〇気候変動や自然災害等の発生

● 体、心、環境、支えるの４本柱による食育

〇「あいち食育いきいきプラン2030」の策定経緯

食育を取り巻く現状 今後の展開

〇「あいち食育いきいきプラン」の基本的な考え方

〇望ましい「食」と健康的な生活習慣の啓発と普及

〇自分の健康を意識した「食」を選ぶ習慣づくり

〇「食」の大切さへの意識向上

〇農林漁業体験学習に外部人材を活用

〇楽しく食事をする時間や機会の確保

〇地産地消のさらなる啓発と普及

〇新たな食育推進ボランティアの確保

〇食育推進活動へのデジタル技術の効果的な活用

● ライフステージと生活場面に応じた食育

重視するポイント
これまでの計画の継承

＆

・「食」の大切さへの“気づき”を積み重ねることで、自分なりの食生活を“築き”あげていく

・「食」をめぐる環境変化の中でも、県民一人一人が「食」について考えて選ぶことを大切にする

・“Choice”には“最高”という意味もあり、一人一人ができる最善の選択をという思いも込めている

現状を踏まえた課題

◆「食」の大切さを食育への関心が薄い人にも届ける

◆自ら考えて、理想の「食」を選択できる環境づくり

◆大人への食育（食育の学び直し）に焦点を当てる

・県民一人一人が食の大切さを理解して、主体的に食育に取り組むための指針とする。

・保育所・幼稚園、認定こども園、学校、職場、地域のあらゆる場所や機会において、
教育、保育、社会福祉、医療・保健、農林水産業、食品産業等の関係者が連携・協力
して、本県における食育に関する取組を総合的かつ計画的に推進するための基本と
する。

・「食育基本法」第17条第1項の都道府県食育推進計画として位置付ける。

・「あいちビジョン2030」を始め、食に関する施策、計画と連動して食育に取り組む。

テーマ ： Think ＆ Choice


